
東 北 支 部

支 部 長 木 村 祐 輔

軽 暖 の 候 、 日 本 死 の 臨 床 研 究 会 東 北 支 部 会 員 の 皆 様 に お か れ ま し て は 益 々

ご 清 祥 の こ と と お 喜 び 申 し 上 げ ま す 。

2 0 2 4 年 元 旦 に 能 登 半 島 を 大 き な 地 震 が 襲 い ま し た 。連 日 大 変 な 被 害 が 報 道

さ れ て い ま す 。東 北 に 住 む 者 と し て は 2 0 1 1 年 の あ の 日 を ど う し て も 思 い 出 し

て し ま い ま す 。 寒 い 日 が 続 い て い ま し た 。 し か し 報 道 で 見 る 被 災 地 は 、 あ の

時 よ り は る か に 厳 し い 天 候 が 続 い て お り 心 配 で な り ま せ ん 。 お 亡 く な り に な

ら れ た 方 々 の ご 冥 福 を お 祈 り 申 し 上 げ ま す と と も に 、 一 日 も 早 い 復 旧 ・ 復 興

を 心 か ら 願 う ば か り で す 。

2 0 2 4 年 の 東 北 支 部 会 の お 知 ら せ を い た し ま す 。 今 年 は 、 東 北 大 学 大 学 院 医

学 研 究 科 緩 和 医 療 学 分 野 の 井 上 彰 先 生 に 主 催 を ご 担 当 い た だ き 、2 0 2 4 年 5 月

1 8 日 （ 土 曜 日 ） に 、 宮 城 県 医 師 会 を 会 場 と し て 開 催 い た し ま す 。 特 別 講 演 会

で は 、 岡 部 医 院 仙 台 院 長 の 河 原 正 典 先 生 よ り 『 在 宅 緩 和 ケ ア 医 が 感 じ た 「 お

迎 え 体 験 」 に つ い て 』 と 題 し て お 話 を 頂 戴 す る 予 定 で す 。 東 北 支 部 会 と し て

実 に ５ 年 ぶ り の 対 面 開 催 と な り ま す 。 皆 様 方 に お か れ ま し て は 是 非 と も 現 地

に 足 を お 運 び い た だ き 、 多 く の 支 部 会 員 の 方 々 と の 交 流 に よ り 、 東 北 に お け

る 『 こ れ か ら の 死 の 臨 床 』 を 共 に 考 え る 機 会 に し て い た だ け れ ば 幸 い で す 。

何 卒 よ ろ し く お 願 い 申 し 上 げ ま す 。

【 2 0 2 4 年 度 日 本 死 の 臨 床 研 究 会 東 北 支 部 会 】

 大 会 長 ： 井 上 彰 先 生 （ 東 北 大 学 大 学 院 医 学 研 究 科 緩 和 医 療 学 分 野 ）

 会 期 ： 2 0 2 4 年 5 月 1 8 日 （ 土 ） 1 3 : 5 0～ 1 5 : 3 0
 会 場 ： 宮 城 県 医 師 会 館

 特 別 講 演 会                 

講 演 ： 在 宅 緩 和 ケ ア 医 が 感 じ た 「 お 迎 え 体 験 」 に つ い て

講 師 ： 河 原 正 典 先 生 （ 岡 部 医 院 仙 台 院 長 ）   

【 東 北 支 部 入 会 の ご 案 内 】

本 会 は 、『 死 の 臨 床 』に お い て 患 者 さ ん や ご 家 族 へ の 真 の 援 助 の 道 を 全 人 的

立 場 か ら 考 え て い く こ と を 目 的 と し て い ま す 。 ご 関 心 の あ る 方 は ど な た で も

入 会 を 歓 迎 い た し ま す 。 入 会 手 続 き に つ き ま し て は 、 お 気 軽 に 下 記 事 務 局 ま

で ご 連 絡 く だ さ い 。 支 部 入 会 金 、 並 び に 支 部 年 会 費 と も に 1 0 0 0 円 で す 。

【 日 本 死 の 臨 床 研 究 会 東 北 支 部 事 務 局 】

〒 0 2 8 - 3 6 9 5 岩 手 県 紫 波 郡 矢 巾 町 医 大 通 2 丁 目 1 − 1
岩 手 医 科 大 学 附 属 病 院 緩 和 医 療 学 科

電 話 ： 0 1 9 - 6 1 3 - 7 1 1 1（ 代 表 ）

FA X： 0 1 9 - 9 0 7 - 8 4 6 8
担 当 ： 木 村 ・ 川 村                            


